
永
青
文
庫
所
蔵『
絵
入
太
平
記
』は
、軍
記

物
語
『
太
平
記
』
全
四
〇
巻
お
よ
び
「
剣

巻
」
一
巻
の
各
巻
を
二
冊
ず
つ
に
分
け

た
全
八
三
冊
（
う
ち
目
録
一
冊
）
の
奈
良

絵
本
で
あ
る
。『
太
平
記
』の
奈
良
絵
本
と

し
て
最
大
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

各
冊
に
一
〇
枚
前
後
の
挿
絵
が
あ
り
、

全
体
で
八
〇
〇
枚
近
い
挿
絵
点
数
を
誇

る
。奈
良
絵
本
と
し
て
最
多
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、『
太
平
記
』の
ほ
と
ん
ど
の
章

段
に
つ
い
て
挿
絵
を
持
っ
て
お
り
、『
太

平
記
』
享
受
史
に
お
い
て
も
類
を
み
な

い
規
模
の
絵
画
資
料
で
あ
る
。本
書
で

は
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
稠
密

極
彩
色
の
美
麗
な
挿
絵
の
全
点
を
フ
ル

カ
ラ
ー
影
印
し
公
開
。研
究
篇
で
は
、『
太

平
記
』
の
各
段
の
梗
概
お
よ
び
挿
絵
の

解
説
、
主
要
版
本
と
の
挿
絵
の
対
比
を

示
し
た
表
を
収
載
、
さ
ら
に
は
永
青
文

庫
蔵
『
絵
入
太
平
記
』
の
歴
史
的
位
置
づ

け
を
考
察
し
た
解
題
を
収
め
た
。
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編
者
紹
介
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中
根
千
絵…

…

な
か
ね
・
ち
え

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。愛
知
県
立
大
学
教
授
。

博
士（
文
学
）。専
門
は
中
古
・
中
世
文
学
・
説

話
文
学
。著
書
に『
い
く
さ
の
物
語
と
諧
謔
の

文
学
史
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
〇
年
）、『
武

家
の
文
物
と
源
氏
物
語
絵―

尾
張
徳
川
家

伝
来
品
を
起
点
と
し
て
』（
共
編
著
、翰
林
書

房
、二
〇
一
二
年
）、論
文
に「
霊
巌
寺
の
妙
見

菩
薩―

日
本
の
星
信
仰
」（『
天
空
の
神
話

学
』ア
ジ
ア
遊
学
一
二
一
、二
〇
〇
九
年
）な

ど
が
あ
る
。

森
田
貴
之…

…
も
り
た
・
た
か
ゆ
き

一
九
七
九
年
生
ま
れ
。南
山
大
学
人
文
学
部

准
教
授
。専
門
は
軍
記
文
学
、和
漢
比
較
文
学
。

著
書
に『
日
本
人
と
中
国
故
事―

変
奏
す

る
知
の
世
界
』（
小
山
順
子
・
蔦
清
行
共
編
、勉

誠
出
版
、二
〇
一
七
年
）、論
文
に「『
太
平
記
』

の
禅
学
、宋
学―

遺
偈
と『
孟
子
』と
殷
周

説
話
と
」（『
軍
記
物
語
講
座
第
三
巻
　
平
和

の
世
は
来
る
か
　
太
平
記
』花
鳥
社
、二
〇
一

九
年
）な
ど
が
あ
る
。
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本
書
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〈
本
書
の
特
徴
〉

◆

挿
絵
の
枚
数
、本
文
へ
の
高
い
理
解
な
ど
、群

を
抜
い
た
逸
品
で
あ
る『
絵
入
太
平
記
』の
全

挿
絵（
約
八
〇
〇
点
）を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
再
現
。

◆

挿
絵
化
に
際
し
て
、本
文
を
い
か
に
摘
出
・
解

釈
し
た
か
。大
名
家
に
お
け
る
軍
記
物
語
の

受
容
・
再
編
の
あ
り
よ
う
を
考
察
で
き
る
資

料
と
し
て
極
め
て
有
用
。

◆

研
究
篇
で
は
、挿
絵
化
さ
れ
た
場
面
を
解
説
。

さ
ら
に
該
当
本
文
と
対
照
し
、検
討
。あ
わ
せ

て「
太
平
記
」諸
本
に
お
け
る
各
章
段
の
挿
絵

情
報
を
示
し
た
。

◆

研
究
篇
に
、「
太
平
記
」諸
本※

に
お
け
る
各

章
段
の
挿
絵
枚
数
を
ま
と
め
た
表
を
掲
載
。

諸
本
ご
と
の
享
受
の
傾
向
を
一
覧
で
き
る
。
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〈
影
印
篇
組
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縮
小

〈
研
究
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組
見
本
〉80
%
縮
小

研究篇2

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻1

巻1

序 × × × × × ×

巻1

後醍醐天皇御治世の事　付　武家繁昌の事 1（1） 2 1 2 1 ○
関所停止の事 1（1） 2 × × 2 ○
立后の事　付　三位殿御局の事 1（1） 2 1 1 1 ○
儲王の御事 1 2 × × × ○
中宮御産の御祈りの事　付　俊基偽つて籠居の事 3（2） 2 × × 　　 2* ○ 大全見開き（不連続・うち1図巻2と重複）

巻2

無礼講の事　付　玄恵文談の事 3（2） 2 1 1 2 ○
頼員回忠の事 5（2） 6 1 1 2   ○* 絵巻錯簡により別箇所にあり
資朝俊基関東下向の事　付　御告文の事 3（1） 2 1 1 2 ○

合計 18（10） 20 5 6 12

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻2

巻3

南都北嶺行幸の事 2（1） 4 　　 2* × 　　 1* ×

巻1

元禄10位置移動・元禄10見開き（不連続）・大全巻1と重複
僧徒六波羅へ召し捕る事　付　為明詠歌の事 1（1） 2 × 1 2 ○
三人の僧徒関東下向の事 2（1） 6 1 × 1 ○
俊基朝臣再び関東下向の事 2（2） 4 × 1 　　 2* ○ 大全見開き（不連続）
長崎新左衛門尉意見の事　付　阿新殿の事 3（2） 8 2 1 2 ○

巻4

俊基誅せらるる事　并　助光が事 3（1） 2 × 1 1 ○
天下怪異の事 3（1） 4 × × 1 ×

師賢登山の事　付　唐崎浜合戦の事 2（2） 4 1 1 1 ○
持明院殿六波羅へ御幸の事 1（1） × × × × ×

主上臨幸実事に非ざるに依つて山門変儀の事　付　紀信が事 1（1） 2 × 1 1 ○
合計 20（13） 36 6 6 12

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻3

巻5
主上御夢の事　付　楠が事 2（1） 2 1 × 　　 2* ○

巻1

大全表裏連続図か
笠置軍の事　付　陶山小見山夜討の事 6（4） 10 1 2 2 ○

巻6

主上笠置を御没落の事 4（3） 4 1 1 1 ○
赤坂の城軍の事 4（3） 6 　　 2* 　　 2* 1 ○ 元禄10見開き（不連続）・元禄11見開き（不連続）
桜山四郎入道自害の事 1 1 × 1 2 ○

合計 17（11） 23 5 6 8

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻4
巻7

笠置の囚人死罪流刑の事　付　藤房卿の事 3 4 1 1 1 ○

巻2

八歳の宮御歌の事 1（1） 2 　　 1* × 1 ○ 元禄10位置移動
一の宮并妙法院二品親王の御事 2 2 × 1 2 ○
俊明極参内の事 1（1）   1* × × 2 ○ 無刊記本位置移動
中宮御歎きの事 1（1） 1 × × 1 ○
先帝遷幸の事 1（1）   2* × × 1 ○ 無刊記本位置移動

巻8 備後三郎高徳が事　付　呉越軍の事 11（7） 12 4 3 2 ○
合計 20（11） 24 6 5 10

（253） 『絵入太平記』挿絵当該章段一覧表 3

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻1

巻1

序 × × × × × ×

巻1

後醍醐天皇御治世の事　付　武家繁昌の事 1（1） 2 1 2 1 ○
関所停止の事 1（1） 2 × × 2 ○
立后の事　付　三位殿御局の事 1（1） 2 1 1 1 ○
儲王の御事 1 2 × × × ○
中宮御産の御祈りの事　付　俊基偽つて籠居の事 3（2） 2 × × 　　 2* ○ 大全見開き（不連続・うち1図巻2と重複）

巻2

無礼講の事　付　玄恵文談の事 3（2） 2 1 1 2 ○
頼員回忠の事 5（2） 6 1 1 2   ○* 絵巻錯簡により別箇所にあり
資朝俊基関東下向の事　付　御告文の事 3（1） 2 1 1 2 ○

合計 18（10） 20 5 6 12

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻2

巻3

南都北嶺行幸の事 2（1） 4 　　 2* × 　　 1* ×

巻1

元禄10位置移動・元禄10見開き（不連続）・大全巻1と重複
僧徒六波羅へ召し捕る事　付　為明詠歌の事 1（1） 2 × 1 2 ○
三人の僧徒関東下向の事 2（1） 6 1 × 1 ○
俊基朝臣再び関東下向の事 2（2） 4 × 1 　　 2* ○ 大全見開き（不連続）
長崎新左衛門尉意見の事　付　阿新殿の事 3（2） 8 2 1 2 ○

巻4

俊基誅せらるる事　并　助光が事 3（1） 2 × 1 1 ○
天下怪異の事 3（1） 4 × × 1 ×

師賢登山の事　付　唐崎浜合戦の事 2（2） 4 1 1 1 ○
持明院殿六波羅へ御幸の事 1（1） × × × × ×

主上臨幸実事に非ざるに依つて山門変儀の事　付　紀信が事 1（1） 2 × 1 1 ○
合計 20（13） 36 6 6 12

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻3

巻5
主上御夢の事　付　楠が事 2（1） 2 1 × 　　 2* ○

巻1

大全表裏連続図か
笠置軍の事　付　陶山小見山夜討の事 6（4） 10 1 2 2 ○

巻6

主上笠置を御没落の事 4（3） 4 1 1 1 ○
赤坂の城軍の事 4（3） 6 　　 2* 　　 2* 1 ○ 元禄10見開き（不連続）・元禄11見開き（不連続）
桜山四郎入道自害の事 1 1 × 1 2 ○

合計 17（11） 23 5 6 8

『太平記』巻区分 『絵入』巻区分 章段名 『絵入』 無刊記本 元禄10横本 元禄11横本 太平記大全 太平記絵巻 備考

巻4
巻7

笠置の囚人死罪流刑の事　付　藤房卿の事 3 4 1 1 1 ○

巻2

八歳の宮御歌の事 1（1） 2 　　 1* × 1 ○ 元禄10位置移動
一の宮并妙法院二品親王の御事 2 2 × 1 2 ○
俊明極参内の事 1（1）   1* × × 2 ○ 無刊記本位置移動
中宮御歎きの事 1（1） 1 × × 1 ○
先帝遷幸の事 1（1）   2* × × 1 ○ 無刊記本位置移動

巻8 備後三郎高徳が事　付　呉越軍の事 11（7） 12 4 3 2 ○
合計 20（11） 24 6 5 10

（252）

『太平記』梗概　附：『絵入太平記』挿絵簡注9

【
絵
入
太
平
記

　巻
四
（
太
平
記
巻
二
下
）】

1
．
俊
基
誅
せ
ら
る
る
事

　并
　助
光
が
事

日
野
俊
基
は
倒
幕
計
画
の
首
謀
者
と
し
て
斬
首
に
決
ま
っ
た
が
、
そ
の
俊
基
の
侍
に
後
藤
助
光
と
い
う
も
の
が
い
た
。
助
光
は
、
俊
基
が
鎌
倉
に

下
っ
て
か
ら
は
北
の
方
と
と
も
に
嵯
峨
に
暮
ら
し
、
北
の
方
の
手
紙
を
預
か
り
鎌
倉
へ
下
っ
た
（
図
02
―
04
―
01
）。

葛
原
岡
の
刑
場
で
助
光
は
、
俊
基
を
預
か
る
工
藤
二
郎
左
衛
門
尉
に
訴
え
（
無
刊
本
02
―
25
）、
俊
基
と
の
対
面
を
果
た
し
、
北
の
方
の
手
紙
を
渡
し
た

（
図
02
―

04
―

02
・
無
刊
本
02
―

26
・
元
11
本
02
―

04
）。
俊
基
は
、
鬢
の
毛
を
切
り
、
北
の
方
へ
の
文
を
添
え
、
助
光
に
託
し
た
。
俊
基
が
処
刑
さ
れ
る
と
、
助

光
は
遺
骨
と
形
見
の
文
を
持
ち
、
京
へ
戻
り
北
の
方
に
報
告
し
た
後
、
高
野
山
で
俊
基
の
菩
提
を
弔
っ
た
（
図
02
―
04
―
03
）。

　
第
02
図
は
刑
場
で
俊
基
と
助
光
が
対
面
す
る
様
子
。
大
幕
の
内
で
敷
皮
に
座
す
俊
基
の
前
に
助
光
が
持
参
し
た
北
の
方
の
文
が
置
か
れ
て
い
る
。

2
．
天
下
怪
異
の
事

嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
に
南
都
で
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
に
叡
山
で
合
戦
沙
汰
が
あ
り
、
諸
堂
が
焼
失
し
た
。
同
年
七
月
に
は
大
地
震
が
繰
り

返
し
起
こ
り
（
図
02
―
04
―
04
）、
凶
事
の
予
兆
と
言
わ
れ
た
。

八
月
、
幕
府
の
使
者
が
三
千
の
兵
で
上
洛
す
る
（
無
刊
本
02
―

27
）
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
叡
山
の
大
塔
宮
の
も
と
に
も
、
後
醍
醐
流
罪
、
大
塔
宮
死

罪
と
の
報
が
伝
わ
っ
た
（
図
02
―

04
―

05
）。
大
塔
宮
は
、
後
醍
醐
帝
の
奈
良
へ
の
遷
幸
を
進
言
し
、
後
醍
醐
帝
は
脱
出
を
決
め
（
無
刊
本
02
―

28
）、
女
房
車

で
万
里
小
路
宣
房
・
藤
房
と
と
も
に
皇
居
を
脱
出
し
、
牛
車
か
ら
輿
に
乗
り
換
え
る
な
ど
し
て
（
無
刊
本
02
―
29
）、
七
大
寺
詣
で
の
体
で
奈
良
へ
向
か
い

（
図
02
―
04
―
06
）、
奈
良
の
東
南
院
に
入
り
（
無
刊
本
02
―
30
）、
そ
の
後
、
奈
良
の
僧
兵
と
共
に
笠
置
山
へ
入
っ
た
。

　
第
04
図
に
は
大
地
震
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
が
下
敷
き
に
な
る
よ
う
な
描
写
は
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
第
05
図
の
叡
山
の
も
と
に
鎌
倉
側
の
決
定
が
伝
わ
る
場
面
の
図
で
は
、
大
塔
宮
ら
の
前
に
文
箱
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
両
使
す
で
に

京
着
し
て
、
い
ま
だ
文
箱
を
も
開
か
ぬ
先
に
」
と
い
う
本
文
を
承
け
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
叡
山
に
鎌
倉
の
使
者
が
来
る
は
ず
は
な
く
、
本
文
を
誤

解
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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図10-19-08　赤橋相模守自害の事　付　本間自害の事（極楽寺坂で新田方の大館宗氏が鎌倉方の本間山城左衛門の郎党と差し違える。）図10-19-10　稲村崎干潟となる事②（島津四郎、北条高時から馬を与えられて出陣するも、新田義貞に降伏する。）

図10-19-09　稲村崎干潟となる事①（新田義貞、稲村ヶ崎で甲を脱ぎ、太刀を投じて祈誓する。）図10-20-01　鎌倉兵火の事　付　長崎父子武勇の事①（長崎思元・為基父子は鎌倉で奮戦する。）

『
太
平
記
』の
享
受
史
料
と
し
て
類
を
見
な
い
、ま
た
奈
良

絵
本
作
品
と
し
て
も
他
を
圧
倒
す
る
掲
載
点
数
を
誇
る
約

八
〇
〇
点
の
挿
絵
を
す
べ
て
収
載
。絢
爛
な
彩
色
を
忠
実
に

再
現
し
た
。

掲
載
し
た
挿
絵
す
べ
て
に
章
段
名
と
場
面
解
説
を
附
し

た
。解
説
篇
と
の
相
互
参
照
が
可
能
な
図
番
号
を
付
与

し
た
。

章
段
の
梗
概
を
掲
載
。そ
の
な
か
で
挿
絵
化
さ
れ
た
場

面
の
影
印
篇
の
図
番
号
を
示
し
、参
照
の
助
け
と
し
た
。

章
段
名
を
示
す
。

挿
絵
に
描
か
れ
た
場
面
と
、該
当
本
文
を
詳
細
に
検
討
。

研究篇には、「『絵入太平記』挿絵当該章
段一覧表」を収録。絵入り諸本を通覧し、
巻ごと、章段ごとに絵画化の状況をまとめた。

諸本の章段ごとの挿絵点数を記載。調査した本は、
左から『絵入太平記』・無刊記整版本・元禄十年横
本・元禄十一年横本・『太平記大全』・『太平記絵巻』。


